
取付業者様へ

パナソニック製　　
食器洗い乾燥機
取付補足説明書

食器洗い乾燥機本体に付属されている「取付設置説明書」をよくお読みいただき、内容を充分にご理解いただいた上で、正
しく安全に組み立ててくださいますようお願い申し上げます。
取付完了後、本体付属の「設置後のチェックリスト」の内容に従い各部の点検を行って異常のないことを確かめてください。
食器洗い乾燥機本体に付属されている取扱説明書および保証書は、お客様にお引渡しする大切な書類です。
紛失や汚れが生じないようにして、キャビネットの引出しの中に保管してください。

本書は、食器洗い乾燥機本体に付属されて
いる「取付設置説明書」の補足資料です。
一部、独自の取付方法があるので、本書を必
ずご確認ください。

003499-0
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安全上のご注意

誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。■

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。 

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

警告
●絶対に分解したり修理・改造しない

 修理は販売店にご相談ください。

●火のついたローソク、蚊取り線香、煙草などの火気や、揮発性の引火物を
近付けない

水につけたり、水をかけたりしない●

●ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない

発火したり、異常動作してけがをすることがあります。

火災や変形のおそれがあります。

ショート・感電のおそれがあります。

感電の原因になります。

必ずお守りください
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取付け手順

キッチンおよび食器洗い乾燥機は、下記表の
手順で取り付けてください。
必ず、キッチン取付説明書およびパナソニッ
ク製食器洗い乾燥機本体の取付設置説明書
の内容を理解した上で取り付けを行ってくだ
さい。

食器洗い乾燥機本体を据え付ける前
に、必ず隣接するキャビネットの引出し・
扉を取り付けて調整まで完了させてくだ
さい。

1

2

4

6

食洗機スペース連結用部材の取付け 本書 P.5

取付設置説明書 P.11
本書 P.5

本書 P.6-7
取付設置説明書 P.11/P.19

本書 P.10-14
取付設置説明書 P.13/P.15-16
本書 P.14
取付設置説明書 P.16-17
本書 P.15-16

本書 P.17
取付設置説明書 P.20

保護シート(ワークトップ用)の取付け

食洗機本体の設置

3 目隠しスペーサの取付け

5

本書 P.8
取付設置説明書 P.12

取付設置説明書 P.9
本書 P.9保護シート(ケコミ用)の取付け

ドア面材の取付け

7 食洗機本体の固定

ケコミカバー(巾木)の取付け8

9 設備

項番 作業項目 参照ページ

食器洗い機取付け手順
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取付け部材・付属品
食器洗い乾燥機本体の付属品は、食器洗い乾燥機本体の取付設置説明書を確認してください。

※部材が同梱されていない場合は、
　取り付けは不要です。

必要な工具

マイナスドライバー プラスドライバー スパナ

カッター ラジオペンチ ハサミ

マグネットキャッチ
　×4枚

ドア面材
　×1枚

食洗機スペース連結用部材
　×1枚

食洗機用巾木
　×1枚

ボルト　M4×12
　×5本(予備1本)

ナット
　×5個(予備1個)

プレート
　×2枚

木ネジM3.1×16
　×10本（予備2本）

取付部品セット　内訳

部材　内訳
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基本取付け要領
食器洗い乾燥機本体の付属品は、食器洗い乾燥機本体の取付設置説明書を確認してください。

※部材が同梱されていない場合は、
　取り付けは不要です。

必要な工具

マイナスドライバー プラスドライバー スパナ

カッター ラジオペンチ ハサミ

マグネットキャッチ
　×4枚

ドア面材
　×1枚

食洗機スペース連結用部材
　×1枚

食洗機用巾木
　×1枚

ボルト　M4×12
　×5本(予備1本)

ナット
　×5個(予備1個)

プレート
　×2枚

木ネジM3.1×16
　×10本（予備2本）

取付部品セット　内訳

部材　内訳

① 食洗機スペース連結用部材を隣のキャビネット背板と上面を面一に合わせて連結してください。
　 ※部材が同梱されていない場合は、取り付けは不要です。

※下記項目の実施前に、ワークトップの設置まで完了させてください。

① 同梱の保護シート（ワークトップ用）の両面テープの離型紙をはがしてください。
② キッチン側に保護シート（ワークトップ用）を貼り付けてください。

使用部品

使用部品

食洗機スペース連結用部材の取付け

保護シート（ワークトップ用）の取付け

保護シート（ワークトップ用）
（1枚）

Ｌ金具用固定ネジ
φ3.5×13

※キッチンの取付部品に
　含まれています

40mm厚型ワークトップ　側面 11mm薄型ワークトップ　側面

この面同士を
合わせる

食洗機スペース連結用部材

   保護シート
（ワークトップ用）

ワークトップ

※前端に合わせる

   保護シート
（ワークトップ用）

ワークトップ架台

ワークトップ

※前端に合わせる

断面図
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基本取付け要領

目隠しスペーサ固定用ネジ 
  （段付き12 mm：2本）

① 同梱の目隠しスペーサ固定用ネジ（段付き12mm：2本）を本体上部に取り付けてください。

本体への目隠しスペーサ固定用ネジの取付け

目隠しスペーサの取付け
① 同梱の目隠しスペーサを裏面のＶ溝に沿って、カッターなどで切断してください。

目隠しスペーサ
（1個）

使用部品 使用工具

使用部品 使用工具

目隠しスペーサ固定用ネジ
（段付き12mm：2本）

カッター

プラスドライバー

切断箇所
切断箇所

目隠しスペーサ
裏面 

切り欠き部

切断して捨てる

キッチンと本体の間に、同梱の目隠しスペーサを取り付けてください。
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基本取付け要領

目隠しスペーサ固定用ネジ 
  （段付き12 mm：2本）

① 同梱の目隠しスペーサ固定用ネジ（段付き12mm：2本）を本体上部に取り付けてください。

本体への目隠しスペーサ固定用ネジの取付け

目隠しスペーサの取付け
① 同梱の目隠しスペーサを裏面のＶ溝に沿って、カッターなどで切断してください。

目隠しスペーサ
（1個）

使用部品 使用工具

使用部品 使用工具

目隠しスペーサ固定用ネジ
（段付き12mm：2本）

カッター

プラスドライバー

切断箇所
切断箇所

目隠しスペーサ
裏面 

切り欠き部

切断して捨てる

キッチンと本体の間に、同梱の目隠しスペーサを取り付けてください。 ② 目隠しスペーサ固定用ネジ（2か所）に目隠しスペーサの切り欠き部（2か所）を差し込んで取り付けてくだ
　 さい。

切り欠き部（2か所）

目隠しスペーサの
切り欠き部 

目隠しスペーサ
固定用ネジ 

しっかり差し込む
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基本取付け要領

① 食器洗い乾燥機ホース・電源コードをシンクキャビネットに引き込み、点検口に通しながら機器を押し込ん
　 でください。

機器とキャビネットの間にホ
ースをはさまないようご注意
ください。
ホースの折れ曲がりがないよう、
必ず確認してください。
水漏れの原因となります。

食器洗い乾燥機本体の取付け

本体のビルトイン
① 本体を下記図位置までキャビネットにゆっくりと押し込んでください。

② 右図の位置まで押し込んだら、本体側面の取付穴（4か所）に同梱の側面固定用スリーブ（4本）を取り付け
　 てください。

※食器洗い乾燥機を入れ込む前に、キッチンキャビネットが水平・垂直になっているか確認してください。

アジャスターで本体の高さを
調整する前に実施してくださ
い。
本体の高さを調整した状態で押し
込むとアジャスターが床の段差等
に引っ掛かった場合、アジャスタ
ーが破損するおそれがあります。

側面固定用スリーブは必ず取
り付けてください。
取り付けないと本体の固定が出来
ません。
また、側面固定用ネジが側板を突
き破るそれがあります。

使用部品

側面固定用スリーブ
（4個）



09

基本取付け要領

① 保護シート（ケコミ用）を指定の位置のミシン目でカットしてください。

② 裏面の両面テープの離型紙をはがし、下図のように本体のケコミ部に貼り付けてください。

保護シート（ケコミ用）の取付け

③ 下図①切り込みの内側の離型紙をはがし、本体のケコミ部のⒶの位置に貼り付けてください。
　 ・中央から外側に向かってまっすぐに貼り付けてください。
　 ・ミシン目側が波打っていないことを確認してください。

④ 下図②切り込みの外側の離型紙をはがし、本体のケコミ部のⒷの位置に貼り付けてください。
　 ・まっすぐに貼り付けてください。
　 ・保護シート（ケコミ用）のミシン目側は、あとでケコミカバーの上側にのせます。

使用部品 使用工具

保護シート（ケコミ用）
(1枚)

ハサミ

※本体から排出される排気から床面を保護するため、必ず取り付けてください。

ミシン目

  保護シート
（ケコミ用）

  保護シート
（ケコミ用）

横から見たとき

ミシン目

②

●Ⓑ ●Ⓑ

① ②

●Ⓐ

① 食器洗い乾燥機ホース・電源コードをシンクキャビネットに引き込み、点検口に通しながら機器を押し込ん
　 でください。

機器とキャビネットの間にホ
ースをはさまないようご注意
ください。
ホースの折れ曲がりがないよう、
必ず確認してください。
水漏れの原因となります。

食器洗い乾燥機本体の取付け

本体のビルトイン
① 本体を下記図位置までキャビネットにゆっくりと押し込んでください。

② 右図の位置まで押し込んだら、本体側面の取付穴（4か所）に同梱の側面固定用スリーブ（4本）を取り付け
　 てください。

※食器洗い乾燥機を入れ込む前に、キッチンキャビネットが水平・垂直になっているか確認してください。

アジャスターで本体の高さを
調整する前に実施してくださ
い。
本体の高さを調整した状態で押し
込むとアジャスターが床の段差等
に引っ掛かった場合、アジャスタ
ーが破損するおそれがあります。

側面固定用スリーブは必ず取
り付けてください。
取り付けないと本体の固定が出来
ません。
また、側面固定用ネジが側板を突
き破るそれがあります。

使用部品

側面固定用スリーブ
（4個）
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基本取付け要領

① 面材表面の把手穴位置に把手を取り付けてください。

把手の取付け

使用部品

把手
（1個）

把手固定用ネジ
（把手に付属）

使用工具
プラスドライバー

把手

面材

本体への面材取付け準備
① 同梱の保護シート（面材用）をミシン目に沿って折り曲げ、下木口側に貼り付けてください。

下木口

面材裏面

保護シート
（面材用） 
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基本取付け要領

③ ドアクッションAの両面テープの離型紙をはがし、ライン取っ手スペーサに押し付けながら面材に貼り付け
　 てください。
　 ・ドアクッションAの余った部分はカットしてください。

ドアクッションA
（t5：1個）

使用部品
ドアクッションA

ドアクッションA

横から見たとき

② ライン取っ手スペーサ（左右各1個）と面材仮固定金具（2個）を面材仮固定用ネジ（16 mm：4本）で固定
　 してください。（共締め）
　 ※ライン把手以外の場合にも取り付けが必要です。

使用部品

使用工具

面材仮固定金具
（2個）

面材仮固定用ネジ
（16mm：4本）

ライン取っ手スペーサ
（2個）

プラスドライバー

取っ手を損傷しないようにしてください。

面材裏面

ライン取っ手
スペーサ

横から見たとき

ライン取っ手
スペーサ 面材仮固定金具

面材仮固定用ネジ
（16 mm：2本） 

面材

横から見たとき

ライン取っ手
スペーサ 面材仮固定用ネジ

（16 mm：2本） 
面材

① 面材表面の把手穴位置に把手を取り付けてください。

把手の取付け

使用部品

把手
（1個）

把手固定用ネジ
（把手に付属）

使用工具
プラスドライバー

把手

面材

本体への面材取付け準備
① 同梱の保護シート（面材用）をミシン目に沿って折り曲げ、下木口側に貼り付けてください。

下木口

面材裏面

保護シート
（面材用） 
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基本取付け要領

② 本体ドアを水平近くになるまで開いてください。
　 ・面材は仮固定状態のため、落下しないように支えながらゆっくりと開いてください。

本体ドア

水平近くまで
開く 

① 面材裏面に取り付けた面材仮固定金具（2か所）を本体ドアの穴に差し込んで引っ掛けてください。
　 ※本体を完全に差し込まないでください。カウンターと面材が干渉し、面材が取り付けにくくなります。

本体への面材取付け

本体ドア

面材

面材仮固定金具
（2か所）
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基本取付け要領

① 本体ドア面材の全面と隣接するキャビネット扉の前面が合う位置まで本体を押し込んでください。
　 ・この作業の場合のみ隣接するキャビネットの引き出し・扉を取り付けてください。
　 ・給水ホース・排水ホース・電源コードをかみ込まないように注意してください。

本体と隣接キャビネットの位置調整

面材

面材の前面が
合う位置まで
押し込む  

隣接する 
キャビネット

隣接する 
キャビネット

③ 面材を取り付けてください。
④ 下図の①（中央2か所）を同梱のネジ（2本）で仮固定してください。
　 ・ネジの先端が面材の下穴に確実に入るように面材位置を調整してください。
⑤ 下図の②（上側2か所）を同梱のネジ（2本）で仮固定してください。
　 ・ネジの先端が飛び出た状態で面材の位置を調整し、面材の下穴とネジの先端があった状態で仮固定してください。

⑦ 6か所すべてのネジを締め付けて、面材を固定してください（本締め）。
⑥ 下図の③（下側2か所）を同梱のネジ（2本）で仮固定してください。

必ず 6本のネジを締め付けて
ください。
面材が落下し、けがをするおそれ
があります。

使用部品 使用工具

面材固定用ネジ
（46mm：6本）

プラスドライバー

本体ドア

●③
●①

●②

② 本体ドアを水平近くになるまで開いてください。
　 ・面材は仮固定状態のため、落下しないように支えながらゆっくりと開いてください。

本体ドア

水平近くまで
開く 

① 面材裏面に取り付けた面材仮固定金具（2か所）を本体ドアの穴に差し込んで引っ掛けてください。
　 ※本体を完全に差し込まないでください。カウンターと面材が干渉し、面材が取り付けにくくなります。

本体への面材取付け

本体ドア

面材

面材仮固定金具
（2か所）
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基本取付け要領

① 本体にはめ込まれた側面固定用スリーブに同梱の側面固定用ネジ（27 mm：4本）を通して、本体と隣接す
　 るキャビネットを連結固定してください。（左右4か所）
　 ・本体に側面固定用スリーブがはめ込まれていることを確認してください。
　 （ 取付穴から側面固定用スリーブが見えています。）
　 ・本体が傾いたまま固定しないようにご注意ください。（ 固定する前に本体ドアを開くと、本体が前方に
　　 傾きます。本体が傾いたまま固定すると、隣接するキャビネット扉の前面と合わなくなります。）
　 ・上かごは外さないでください。（ 外れない仕様のため、無理に外そうとすると破損の原因となります。）

本体の固定

使用部品 使用工具

側面固定用ネジ
（27mm：4本）

プラスドライバー

③ 本体ドアと隣接するキャビネット扉の前面の位置が、上から下まで同一面であることを確認してください。
　 ・位置が合わない場合は、手順②の方法で調整してください。
　　 （調整例：隣接するキャビネットより、本体ドア上方が飛び出している場合→奥の上下位置を調整するア
　　 　ジャスターを下げることで調整）
④ 本体ドアと隣接するキャビネットの左右隙間が均等であることを確認してください。
　 ・均等でない場合は、製品を引き出し、手順①の方法で再度押し込みながら調整してください。
　 ・製品を前方へ引き出す際は、本体ドアを全開にした状態で、本体ドアの左右を持って引き出してください。

② 本体ドア面材の下端と隣接するキャビネットの扉前面の下端がそろうように、アジャスターで本体の高さを
　 調整してください。

使用工具

マイナスドライバー

アジャスター（2か所）

アジャスター（1か所）

面材

面材

マイナスドライバーで回して調整する。

手前の上下位置を調整する場合

マイナスドライバーで回して調整する。

奥の上下位置を調整する場合

下がる上がる

上がる 下がる
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基本取付け要領

① 本体にはめ込まれた側面固定用スリーブに同梱の側面固定用ネジ（27 mm：4本）を通して、本体と隣接す
　 るキャビネットを連結固定してください。（左右4か所）
　 ・本体に側面固定用スリーブがはめ込まれていることを確認してください。
　 （ 取付穴から側面固定用スリーブが見えています。）
　 ・本体が傾いたまま固定しないようにご注意ください。（ 固定する前に本体ドアを開くと、本体が前方に
　　 傾きます。本体が傾いたまま固定すると、隣接するキャビネット扉の前面と合わなくなります。）
　 ・上かごは外さないでください。（ 外れない仕様のため、無理に外そうとすると破損の原因となります。）

本体の固定

使用部品 使用工具

側面固定用ネジ
（27mm：4本）

プラスドライバー

③ 本体ドアと隣接するキャビネット扉の前面の位置が、上から下まで同一面であることを確認してください。
　 ・位置が合わない場合は、手順②の方法で調整してください。
　　 （調整例：隣接するキャビネットより、本体ドア上方が飛び出している場合→奥の上下位置を調整するア
　　 　ジャスターを下げることで調整）
④ 本体ドアと隣接するキャビネットの左右隙間が均等であることを確認してください。
　 ・均等でない場合は、製品を引き出し、手順①の方法で再度押し込みながら調整してください。
　 ・製品を前方へ引き出す際は、本体ドアを全開にした状態で、本体ドアの左右を持って引き出してください。

② 本体ドア面材の下端と隣接するキャビネットの扉前面の下端がそろうように、アジャスターで本体の高さを
　 調整してください。

使用工具

マイナスドライバー

アジャスター（2か所）

アジャスター（1か所）

面材

面材

マイナスドライバーで回して調整する。

手前の上下位置を調整する場合

マイナスドライバーで回して調整する。

奥の上下位置を調整する場合

下がる上がる

上がる 下がる

使用部品

使用工具

ケコミカバー
 取付金具A
   （2個）

プレート
（2枚）

  ボルト
（4本）

  ナット
（4個）

巾木の取付け
① ケコミカバー取付金具Aの、前側から下段の6番目の爪をラジオペンチで外側に折り曲げてください。

ケコミカバー取付金具Aの
向きに注意してください。

② プレートにボルトを差し込み、ケコミカバー取付金具Aとナットで固定してください。

①②③④⑤⑥

ラジオペンチ プラスドライバー

ボルト

プレート

ナットケコミカバー取付金具A

左用 右用

前側

折り曲げる

下段

上段
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基本取付け要領
③ 巾木にマグネットキャッチ（4個）を木ネジM3.1×16で取り付けてください。

④ 本体の保護シート（ケコミ用）を上に引き上げ、プレートが付いたケコミカバー取付金具Aを差込口へ挿入してく
　 ださい。

下穴は開けずに、巾木に
開いたガイド穴を利用し
て木ネジで取り付けてく
ださい。

完成時は巾木に保護シー
ト（ケコミ用）が乗って
いる状態になります。

プラスドライバー

①
②

③

巾木

巾木

マグネットキャッチ

マグネットキャッチ

木ネジ M3.1×16

横から見たとき

巾木

プレートが付いた
ケコミカバー取付金具A

保護シート（ケコミ用）

上
6.5mm

上
6.5mm

H880の場合

上
6.5mm

H860の場合

H900の場合

使用部品

巾木
（1枚）

木ネジM3.1×16
（10本（予備2本））

マグネットキャッチ
（4個）

使用工具
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基本取付け要領
③ 巾木にマグネットキャッチ（4個）を木ネジM3.1×16で取り付けてください。

④ 本体の保護シート（ケコミ用）を上に引き上げ、プレートが付いたケコミカバー取付金具Aを差込口へ挿入してく
　 ださい。

下穴は開けずに、巾木に
開いたガイド穴を利用し
て木ネジで取り付けてく
ださい。

完成時は巾木に保護シー
ト（ケコミ用）が乗って
いる状態になります。

プラスドライバー

①
②

③

巾木

巾木

マグネットキャッチ

マグネットキャッチ

木ネジ M3.1×16

横から見たとき

巾木

プレートが付いた
ケコミカバー取付金具A

保護シート（ケコミ用）

上
6.5mm

上
6.5mm

H880の場合

上
6.5mm

H860の場合

H900の場合

使用部品

巾木
（1枚）

木ネジM3.1×16
（10本（予備2本））

マグネットキャッチ
（4個）

使用工具

① 排水ホースの先端部分をカットし、
　 給水・排水ホース、電源コードを
　 引き寄せてたるみがないようにしてください。

① 給水ホースの先端に同梱のエルボを取り付けてください。
　 ・ナットは手で軽く締め込んだ後、約半回転ぐらい締め付
　　けてください。

① 電源プラグをシンクキャビネット内にあるコンセントに差し込んでください。

② 止水栓に取り付けてください。
　 ・ナットは手で軽く締め込んだ後、約半回転ぐらい締め付けて
　　 ください。
　　 適正締め付けトルク：5～10 N・m｛50～100 kgf・cm｝
　 ・スパナで締め込みます。

② 排水ホースに折れやねじれがないようにして、
　 排水ホースに同梱の臭気止めパッキンを通してください。

③ 排水ホースから排水管まで引き回しの長さを
　 決めたら、排水管に排水ホースが100ｍｍ程度
　 差込める長さを残し、ホースをカットしてください。
　 ・排水ホースが短くなりすぎないように注意してください。

④ 排水管に臭気止めパッキンをしっかりと差し込み、
　 接続部をビニールテープなどで確実に固定してください。

排水ホースの接続

給水ホースの接続

電源の接続

エルボと止水栓との接続部に
パッキンを挿入してください。
水漏れするおそれがあります。

排水ホース

排水ホース

排水ホース

エルボ パッキン

給水ホース

臭気止めパッキン

臭気止めパッキン

排水管

排水管

100 mm程度 

ビニル管はFLから
400 mm

差し込む

先端部分

ビニールテープ
などで固定する

エルボ

止水栓
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基本取付け要領

① 食器洗い機本体付属の「設置後のチェックリスト」に従って、テスト運転を実施してください。  

取り付け後の確認

テスト運転後は、庫内が濡れたままですので
乾いた布で水分をふき取ってください
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① 食器洗い機本体付属の「設置後のチェックリスト」に従って、テスト運転を実施してください。  

取り付け後の確認

テスト運転後は、庫内が濡れたままですので
乾いた布で水分をふき取ってください
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